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会
員
の
皆
さ
ま 

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

昨
年
は
、
平
安
書
道
会
創
立
九
十
年
の
記
念
の
年
で
、
忙
し
い
な
か
に
も
に
ぎ
や
か
な
一
年
で
、
八
月
の
記
念
公
募
展
と
先
人

の
遺
墨
展
、
十
月
の
祝
賀
会
と
、
記
念
事
業
が
続
き
ま
し
た
。 

 

平
成
二
十
三
年
は
新
た
に
次
の
十
年
間
の
、
最
初
の
一
歩
で
す
。
楽
し
く
書
の
道
を
ゆ
き
た
い
も
の
で
す
。 

 

今
年
も
興
味
深
い
見
学
会
や
、
役
立
つ
研
修
会
も
年
に
数
回
行
う
予
定
で
す
。
会
の
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
み
て
い
た
だ
い
て
大
い
に
参
加
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す 

 

総 

会 

一
月
二
十
四
日
、
ハ
ー
ト
ン
ホ
テ
ル
に
て
開
催
、
事
業
報
告
や
決
算
報
告
、
予
算
案
等

の
議
題
を
決
議
し
た
の
ち
、
当
会
顧
問
の
興
膳
宏
先
生
の
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
干
支
に

ち
な
ん
だ
「
虎
の
話
」
で
は
、
古
代
中
国
に
お
け
る
人
間
と
虎
の
不
思
議
な
話
を
聞
い
て

知
識
欲
を
満
た
し
た
あ
と
は
、
な
ご
や
か
な
中
で
の
懇
親
会
、
恒
例
の
福
引
も
あ
り
、
番

号
が
読
み
上
げ
ら
れ
る
度
に
、
会
場
に
は
楽
し
そ
う
な
歓
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。 

 

春
の
見
学
会 

 

～
～
近
江
の
国
に
、
綾
村
坦
園
前
会
長
の
書
を
た
ず
ね
て
～
～ 

四
月
十
一
日
、
琵
琶
湖
近
江
今
津
の
阪
田
様
の
お
宅
で
、
お
軸
や
、
折
手
本
な
ど
、
坦
園
先
生
の
書
を
し
っ
か
り
見
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
琵
琶
湖
の
特
産
、
鮎
に
鮒
、
う
な
ぎ
な
ど
琵
琶
湖
の
特
産
の
お
昼
を
堪
能
し
た
あ
と
は
、
海
津
大
崎
の
満
開
の
桜

を
屋
形
船
か
ら
遊
覧
と
い
う
、
大
変
贅
沢
な
見
学
会
で
し
た
。 

 

第
九
十
回
公
募
展
覧
会 

 

八
月
十
二
日
か
ら
の
四
日
間
に
九
十
回
記
念
の
公
募
展
が
岡
崎
の
京
都
市
美
術
館
に
て
開
催

さ
れ
ま
し
た
。 

月
曜
日
か
ら
搬
入
、
審
査
、
陳
列
に
三
日
を
か
け
て
、

木
曜
日
か
ら
一
般
公
開
で
す
。
特
に
今
回
は
遺
墨
展
も

併
設
さ
れ
た
た
め
、
準
備
に
助
力
し
て
い
た
だ
い
た

方
々
は
大
変
で
し
た
。
猛
暑
で
あ
っ
た
今
年
の
な
か
で

も
特
に
盆
と
い
う
時
期
で
し
た
が
、
ボ
ス
ト
ン
美
術
館

展
覧
会
が
同
時
期
に
開
催
さ
れ
て
い
た
せ
い
も
あ
り
、

混
雑
し
て
ご
迷
惑
を
か
け
た
日
も
あ
り
ま
し
た
。 

十
四
日
に
は
授
賞
式
が
あ
り
、
狩
野
会
長
の
挨
拶
に

続
き
、
植
田
副
会
長
か
ら
賞
状
の
授
与
が
あ
り
ま
し
た
。 

九
十
周
年
と
い
う
こ
と
で
一
段
と
多
く
の
秀
作
が
出
品
さ
れ
、
都
賀
田
久
馬
理
事
の
講

評
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

第
三
十
回
聚
英
展 

十
月
二
十
七
日
～
三
十
一
日
に
、
三
条
高
倉
の
京
都
文
化
博
物
館
に
て
平
安
書
道
会
審
査
員
の
出
品
に
よ
る
聚
英
展
が
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
ち
ら
も
三
十
回
と
い
う
節
目
を
迎
え
、
五
十
点
と
い
う
多
く
の
作
品
が
集
ま
り
、
高
品
質
の
作
品
群
に
堪
能
す
る
こ
と

平
安
書
道
会
事
務
局
だ
よ
り 

九
十
周
年
特
別
号 

遺
墨
展 

平
安
書
道
会
の
先
人
の
遺
墨
や
大
変

貴
重
な
文
房
四
宝
を
集
め
て
遺
墨
展

が
併
設
さ
れ
ま
し
た
。
山
本
竟
山
、
長

尾
雨
山
、
狩
野
君
山
、
出
雲
路
春
塢
、

な
ど
京
都
を
代
表
す
る
能
書
家
の
軸

や
、
日
比
野
五
鵬
、
村
上
三
島
、
上
田

星
邨
な
ど
平
安
書
道
会
で
活
動
さ
れ

た
諸
氏
の
作
品
な
ど
五
十
点
近
く
が

一
同
に
集
合
し
て
、
ま
る
で
日
本
書
道

史
の
一
ペ
ー
ジ
を
見
る
か
の
よ
う
で

し
た
。 
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墨

運

堂

賞 芸

術

新

聞

社

賞

が
で
き
ま
し
た
。 

記
念
祝
賀
会 

十
月
三
十
一
日
に
七
条
堀
川
の
リ
ー
ガ

ロ

イ

ヤ

ル

に
て
、

九

十

回

記

念

の

祝

賀

会
が
ひ
ら
か
れ
ま
し
た
。 

開
会
の
辞
の
後
、
棉
生
（
わ
と
う
）

流
吟
剣
詩
舞
道 

家
元
棉
生
珠
童
氏

に
よ
る
祝
舞
が
披
露
さ
れ
、
参
加
者
一
同
し
ば
し
そ
の
流
れ
る
よ
う
な

扇
の
動
き
に
魅
了
。 

中
西
佐
智
子
氏
の
ア
イ
リ
ッ
シ
ュ
・
ハ
ー
プ
の

美
し
い
調
べ
に
も
心
を
動
か
さ
れ
、
あ
っ
と
い
う
間
に
時
間
が
過
ぎ
て

し
ま
い
ま
し
た
。 

 

先
人
追
悼
法
要
・
筆
供
養 

十
一
月
二
十
三
日
勤
労
感
謝
の
日
、
東

福
寺
山
内
、
正
覚
庵
に
て
、
会
の
先
人
追
悼
法
要
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
年
も
紅
葉
の
真
っ
盛
り
で
、
東
福
寺
界
隈
は
紅
葉
狩
り
の
人
で
混
雑
し
て
い
ま
し
た
が
、
境
内

の
も
み
じ
も
真
っ
赤
に
色
づ
き
、
そ
れ
を
目
に
し
な
が
ら
お
茶
を
い
た
だ
き
ま
す
の
は
、
毎
年
の

楽
し
み
で
す
。
同
庵
で
は
午
後
よ
り
筆
供
養
も
お
こ
な
わ
れ
、
役
目
を
終
え
た
筆
に
対
す
る
感
謝
す

る
と
共
に
、
筆
作
り
の
た
め
に
毛
を
提
供
し
て
く
れ
た
動
物
達
の
供
養
を
し
ま
す
。
浄
火
の
中
に
筆
を

投
じ
、
立
ち
上
る
煙
の
な
か
で
参
加
者
一
同
、
書
道
の
上
達
を
願
い
ま
す
。 

～
～
～
～
～
～
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～
～
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～
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～
～
～
～
～
～
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～
～ 

 

お
知
ら
せ 

訃
報 

岡
本
星
陵
氏(

三
部
審
査
員)  

平
成
二

十
二
年
十
月
十
六
日
死
去
さ
れ
ま
し
た
。
ご
冥

福
を
お
祈
り
し
ま
す
。 

 

名
簿
の
訂
正
が
あ
り
ま
し
た
の
で
修
正
お
願

い
し
ま
す
。
ご
迷
惑
お
か
け
し
ま
し
た
こ
と
を

お
詫
び
い
た
し
ま
す
。 

追
加 

会
員 

西
田
治
美
さ
ま 

〒606-0011

左
京
区
岩
倉
西
宮
田
町18-4

 
075-724-0101 

同
右 

会
員 

林 

翠
汀
さ
ま 

〒606-0967

左
京
区
松
ヶ
崎
小
竹
藪
町27-31

 
075-781-2611 

電
話
番
号
修
正 

会
員 

井
上
外
英
さ
ま 

075-531-2595 

同
右 

 
 
 

 

監
査
三
審 

武
田
韶
子
さ
ま 

075-681-3972 
 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 
 

 

平
安
書
道
会
事
務
局 

《
速
報
》
来
年
一
月
八
日
よ
り
京
都
国
立
博
物
館
で
は｢

筆
墨
精
神｣

と
題
し

て
、
中
国
書
画
の
貴
重
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
展
示
さ
れ
ま
す
。
平
安
書
道
会
の

大
先
輩
で
あ
る
篆
刻
家
園
田
湖
城
の
特
別
展
示
も
同
時
開
催
さ
れ
ま
す
。
会
で

は
総
会
一
月
二
十
三
日
に
博
物
館
の
学
芸
員
を
お
招
き
し
て
講
演
を
し
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ま
た
二
月
六
日
の
研
修
会
で
は
、
直
接
博
物
館
で

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
見
学
し
ま
す
。
ど
う
ぞ
、
こ
の
機
会
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 


